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平成１１年度第１回ＣＲＤセミナー 
日 時：2月 18 日（金）10:30－12:00 
場 所：室蘭工業大学地域共同研究開発センター2階創設 10 周年記念産学交流室 
総合テーマ：先端産業と電子機能材料 
テーマⅠ：新しい電子機能材料として注目される熱電材料 
電気電子工学科教授 城谷 一民 
二つの物質の接合面を電流が流れるとき、その電流の向きによって、吸熱あるいは発熱の現象が見
られる(ぺルチェ効果)。このような電子冷凍や電子加熱は古くから知られており夢の技術と言われて
いる。しかしながら良い材料が見つからず夢のまま長い年月が経過した。しかしここに来てにわかに
研究が活気づきはじめている。新しい材料科学の発展は優れた熱電材料の開発を可能にし始めたから
である。我々は超伝導体を中心とした三元系金属リン化物の開発を進めてきたが、この中で熱電材料
としても興味深い物質が存在することをつきとめた。 
テーマⅡ：新しい半導体材料 －球状太陽光発電材と高効率熱電材－ 
                    CRD センター客員教授  稲川 郁夫 
                                                   (京都セミコンダクター㈱恵庭開発センター所長) 
太陽電池は通常薄膜状態で使うものが多い。しかしこれでは一方向からの光しか利用できない。も
し球状のものがあればいろいろの方向からの光を利用でき効果があげられる。無重力下では液滴は球
状になるので、球状半導体がつくれ、新しい太陽光発電材としての利用が可能になる。 
 スクッテル鉱型構造を持つ金属リン化物の CeRu4P12 と CeOs4P12 はエネルギーギャッフが狭く、抵抗
の低い半導体である。これらの半導体は室温近くでかなりおおきな熱起電力を持つことを発見した。
それ故、新しい高効率熱電材料の開発が可能になってきた。 
 
平成１１年度第２回ＣＲＤセミナー 
日 時：3月 6日（月）10:00－12:00 
場 所：室蘭工業大学地域共同研究開発センター2階創設 10 周年記念産学交流室 
総合テーマ：電磁界の数値解析法とその電気電子機器の最適設計への応用に関する研究 
テーマⅠ：辺要素有限要素法による電磁界解析と電圧源の考慮法 
CRD センター客員教授 坪井 始 
                                     (福山大学工学部情報処理工学科教授) 
 辺要素有限要素法は三次元電磁界解析に広く用いられているが、電気機器の電磁界解析を行うには
計算モデルに対応した様々な考慮が必要となる。電圧源が存在する場合の有限要素解析には電気スカ
ラポテンシャルを導入する必要があるため、その定式化について述べ、渦電流および損失の解析例に
ついて説明する。また、過渡応答解析、電磁力の計算についても述べる。さらに、具体的な電磁界解
析の応用例についても説明する。 
テーマⅡ：有限要素法での空間固有モードによるモデル縮約 
電気電子工学科教授  内藤 督 
 回転機などの電気機器の設計の基礎となる電磁界解析法における、空間対称性を利用した新技法に
ついて述べる。同法は空間の固有モードに基づき厳密性を失うことなく、解析モデルを大幅に縮約す
るものである。今回の研究の成果は、従来は積分方程式法に限定されていた適用範囲を有限要素法ま
で拡大したこと、および、空間対称性に沿って分割された小領域間の境界に変数をもつ場合に適用不
可能だった、鏡映対称性への適用を可能とした事に有る。来年度以降は、実際の回転機への適用を検
討する。 
                        
 
企業技術者、本学教職員､学生の皆様のご来聴をお願いいたします。 
第 12 回大学・企業技術交流会終わる 
平成 11 年 11 月 19 日(金)14 時よりシリーズⅢ「地域の生活環境」として、「環境関連産業の育成」をテ
ーマに第 12 回大学・企業技術交流会（主催：室蘭工業大学 CRD ｾﾝﾀｰ、財団法人 室蘭テクノセンター、後
援：室蘭工業大学 CRD ｾﾝﾀｰ研究協力会、胆振支庁、室蘭市、登別市、伊達市）がホテルサンルート室蘭で
開催された。胆振支庁長小笠原紘一氏の「崩壊した人口ピラミット」の基調講演に続き、講演会に入り
「最終処分場から見たゼロエミッションの必要性」室蘭工業大学 建設システム工学科助手吉田英樹氏、
「祝津風力発電所について」室蘭市企画財政部総合政策室長山田進氏、「建設汚泥のリサイクル」 ㈱楢
崎製作所事業開発室長清野勝博氏が講演を行なった。その後、総合討論として千代田化工建設㈱ﾃｸﾆｶﾙｱﾄﾞ
ﾊﾞｲｻﾞ(東京都立科学技術大学非常勤講師)城子克夫氏の司会による討論が上記講演者と行なわれた。最後に
懇親会が開かれ、講演者、参加者等との親睦を図った。参加者は 120 人であった。 
 
平成 11 年度高度技術研修終わる 
昨年の 11月25日(木)、11月26日(金)、12月3日(金)の３日間の電気電子工学科の橋本幸男助教授によ
る、高度技術研修「メカトロニクスと制御技術コース」を終了した。研修では講義の後、作成したロボッ
トを使用して研修をした。参加者は３名であった。 
 
2000 年北海道技術・ビジネス交流会終わる 
1 月 21 日(金)、22 日(土)の 2 日間、北海道技術・ビジネス交流会終わるパネル展示等を実施した。 
 
【運営委員会】 平成 11 年度第 10 回議事録（10･18） 
議題 1.CRD ｾﾝﾀｰ長候補適任者の推薦について 
 2 名の候補適任者の中から投票により建設ｼｽﾃﾑ工学
科の斉藤和夫教授を候補適任者として学長に推薦す
ることについて、審議の結果承認された。 
報告事項 
1.H11 年度高度技術研修募集要項について 
 募集要項ができたことについての報告がされた。 
【運営委員会】平成 11 年度第 11 回議事録（11･29） 
議題 1. H11 年度民間等との共同研究について 
 区分B 新規2件の申請があり、審議の結果承認され
た。 
議題 2. H12 年度概算要求について 
 施設増設、定員増の要求、特別設備費要求として 3
次元不規則造波装置の増設要求をすることが、審議の
結果承認された。 
議題3. H12年度各設備費等の要求について 
ガスボンベの保管庫、恒温恒湿槽の撤去費を要求す
ることについて、審議の結果承認された。 
議題4. H12年度共同研究プロジェクトの募集について 
申請のあった中から共同研究に結びつくものを最
優先とすることで、審議の結果承認された。 
報告事項 
1.公開講座の実施について 
2.新規産業創出に関する説明会の開催について 
【運営委員会を行なわずに承認されたもの(5 件)】 
1. H11年度民間等との共同研究について 
 区分 B新規 1件、分担 4件、区分 C新規１件 
2.H11年度受託研究 1件、継続 
 
【寄稿文】 
ハワイ語の記述的研究 
共通講座 塩谷亨 
 言語の記述的研究の目的は簡単に言うと、ある言
語の文法と辞書の編纂です。言語学の領域の中では
たいへん地味な領域ですが、言語の普遍性を追求す
る理論言語学、言語の歴史的変遷を研究する歴史言
語学等のような華やかな分野の発達は全て地道な言
語の記述的研究が基盤となっていると言えます。言
語の記述的研究は、いわゆる危機言語を対象とする
場合には別の意味合いを帯びて来ます。それは言語
の保存です。近年、日本言語学会でも世界中のいわ
ゆる「危機に瀕した」言語の保存のため日本の言語
学者はもっと努力するべきであると指摘しています。 
 私が研究対象の一つとしているハワイ語はハワイ
諸島固有の言語でしたが、現在では、ハワイ語で生
活している人口は数百人にまで激減したと言われて
います。近年、次の世代にハワイ語を継承するべく、
初等・中等教育をハワイ語で行う学校・学級が設置
されています。ハワイ語の記述的研究はそのような
ハワイ語の復興運動に資料を提供するという重要な
役割も持っています。 
 ハワイに住む大部分の人々の日常生活からはすっ
かり姿を消してしまったハワイ語ですが、ハワイの
伝統舞踊（「フラダンス」として知られているも
の）の中では現在でも勢いを保っています。多くの
踊りの師匠や生徒は踊りと平行してハワイ語の研鑽
も積んでいます。特に古典スタイルの踊りは非常に
格調高いハワイ語の詩に振り付けを付したものです。
このような詩はハワイの宗教・歴史など様々な伝統
文化を知るための貴重な資料であるのはもちろんで
すが、文献には残っていないような古いハワイ語を
知るための貴重なデータでもあります。ハワイ語の
研究ではこのような踊りの歌詞等の分析も重要な部
分です。 
現在は文法上及び語彙上の個々の問題の分析研究
を積み重ねている段階ですが、それを基により詳細
な文法要覧及び辞書を編纂し、ハワイ語復興運動に
提供することが研究の大きなゴールの一つです。 
 
